
性格のタイプ論

１．性格とは

（１）実際はそうではないかもしれないが、他人にはそう見えているもの。

（２）人間がその人生の中で演じ続ける役割。

（３）その人らしさを言い表す特徴

２．ユングのタイプ論

ユング：スイスの心理学者∑精神分析学者

（１）人間の関心の２つの向き

① ：その人の関心が自分の外側の世界に向けられること。

事件が起こった時⇨原因や背景を考える。

行動してから考える。

② ：その人の関心が自分の内側の世界に向けられること。

事件が起こった時⇨自分だったらどうかと考える。

じっくりと考えてから行動する。

（２）人間の心理の４つの働き

① ：ものごとを合理的に考えたり判断したりする機能。

絵画を見た場合⇨どんな意味があるのか、作者はどんな人かを調べる。

② ：好き嫌いなどの基準で判断する機能。

絵画を見た場合⇨好きになって、同じ画家の他の絵も見ようとする。

③ ：五感で美醜や快不快を判断する機能。

絵画を見た場合⇨色や形や技法などに興味を持つ。

④ ：ひらめきで判断する機能。

絵画を見た場合⇨幼い頃の楽しかった１シーンを思い出す。

（３）８つのタイプ

① ：状況によって臨機応変に考えるタイプ。

② ：一人で深く考え込むタイプ。

③ ：伝統や常識を重んじる面倒見のいいタイプ。

④ ：協調的で献身的なタイプ。

⑤ ：流行に敏感でオシャレなタイプ。

⑥ ：独創性に富んだタイプ。

⑦ ：ひらめきの鋭くアイデアの豊富なタイプ。

⑧ ：謎めいたタイプ。
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